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 チャオプラヤ川の豊かな流れが国土をつらぬ

くタイでは、かつて、人々の生活はいつも水辺

で営まれていました。近代化の中で、そのよう

な暮らしぶりも大きく変化を遂げましたが、ア

ユタヤ近くのホアウィアン村には、昔ながらの

つくりの家がいくつも残っています。この村で

は、川は船で行き来するための交通路だけでは

なく、水上市場が開かれる生活の中心的存在だ

ったのです。今回取り上げる水辺集落は、木造

高床式の住居が川べりに立ち並ぶ景観が特徴的

です。林立する背の高い柱杭の上にデッキを張

って立ち上がる住居は、タイ伝統の屋根型を持

った形式です。水辺に開かれた構えは、かつて

の水上生活の名残りをとどめています。 

 この集落も、この前のタイ大洪水時には何ヶ

月もの間、屋根近くまで水の下になり被害を受

けてしまいました。今後、住民の生活をいかに

守っていくかが大きな問題になっています。一

方で、長年培われた水と共に暮らすライフスタ

イルを反映した住居形式は、タイの貴重な文化

であり、この良さを活かしながら新たな方向性

を考えることが急務となっています。 

 このような現地からの要請に応えるために、

チュラロンコーン大学と本学との共同で、水

上住居の研究に取り組むこととなりました。

本学からは「文化遺産リソースマネジメント

コース」として実施し、多くの学生がこの調

査研究に参加しています。今回の展示では、

その成果の一端をご紹介します。 
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